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近 畿 地 方 整 備 局

配布日時
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資 料 配 布

国道２６号紀の川大橋橋梁拡幅工事現場周辺で件 名

。地下水の噴出が発生しました

４月８日１０時３０分頃から、国道２６号紀の川大橋
橋梁拡幅工事現場周辺の河川内で、空気の噴出が発生し

概 ています。また、４月１１日１１時３０分頃以降、周辺
地区で井戸から空気や地下水の噴出が発生しました。

工事との関連は不明ですが、周辺状況を含め調査中で
要 あり、現在河川内で実施していた工事を中止しておりま

す。
なお、４月１４日以降、空気や地下水の噴出は減少し

つつあることを確認しています。
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【噴出の発生経緯】

発生日時 ： 平成１９年４月８日１０時３０分頃

経緯：
4月 8日 10時30分頃 工事施工場所から約150ｍ上流の河川内の１箇所（位置

図①）から空気噴出。
（ ） 。4月11日 11時30分頃 周辺の畑の井戸１箇所 位置図② から空気や水が噴出
（ ） 、 。4月12日 17時00分頃 周辺畑の別井戸１箇所 位置図③ から空気 水が噴出

4月12日 22時00分頃 周辺住宅の床下（位置図④）からから空気、水が噴出し
家屋に被害が発生。

4月15日17時現在、河川内の噴出及び、井戸、住宅の床下からの噴出については
減少しつつあります。

近接工事
工 事 名：26号紀の川橋拡幅橋梁下部交差点改良工事
工事場所：和歌山県和歌山市中州地先
工 期：平成18年3月28日～平成20年3月10日
請負業者：㈱白石 大阪支店
工事概要： 本工事は、和歌山県で改良事業を行っている、紀の川右岸線

が国道26号に取り付く部分の、国道26号紀の川大橋（３径間）の
拡幅を和歌山県から受託して施工しているもので、現在橋脚のケ
ーソン基礎３基（ニューマチックケーソン）を施工中です。

工事は4月12日17時10分から中止して、工事現場周辺の状況および噴出の原
因を調査中です。
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現 地 状 況 写 真



橋梁拡幅 L=143.875m

紀の川大橋橋梁拡幅平面図



ニューマッチクケーソン工法
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